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認定協会設立準備WGへの参加方法（案）

参加希望者より、下記の参加要項の遵守を前提として、WG参加の意思表明にかかる書面を事務局（グリッド
データバンク・ラボ有限責任事業組合）に提出いただくこととしてはどうか。

【参加要項 骨子】
１ 認定協会設立準備ＷＧは、電力データの有償利用意向を有する参加者と事務局が共同して実施

（運営の考え方）
• 事業性検討が主目的であるため、具体の利用計画・販売計画を有し、費用負担の意思のある方に参加いただきたい
• 利用計画は極めて機微な情報と認識しており、具体の計画を有する参加者を限定（参加者の同意があれば、必要に応じ

専門家等の招聘は可能）
• 参加者以外の方に向けては、別途、情報共有や意見照会の場を設けることを想定(例：電力データ活用検討委員会)
• エネ庁は政策担当部署としてオブザーバー参加いただく
• 送配電網協議会は必要に応じ参加いただく（例：システム検討、暫定対応の協議 等）

２ 認定協会が公平・透明な共通プラットフォームとなることを理解し、相互に他の参加者を尊重する

３ 秘密情報の目的外利用の禁止、開示者の事前の承諾なく第三者に開示してはならない

４ 脱退は任意とし、その場合は書面により事務局に連絡（守秘義務は脱退後も継続）
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作業分担について

検討項目 参加者との相談が重要と想定している課題

①運営体制、セキュリ
ティマネジメント体制

1-1,1-4
⇒2-2

・損賠対応（保険等）

②サービス仕様・スコー
プ、本人同意、需要家へ
の情報提供

1-2,2-1,1-5
⇒2-2

・データ利用者による本人同意の取得フローや認定
協会との連携方法
・本人確認方法（EKYC、またはデータ利用者によ
る本人確認の承認条件 等）

③会費・利用料・基金 2-3
⇒2-4-1

・必要な基金の想定
・費用負担の在り方
・他のデータ利用料の水準も加味した料金設定の在
り方

④収支想定、事業性検討 2-2+2-4-1
⇒2-4-2、2-4-3

・一般社団法人の経営
・電力データ活用を拡大していくための方策

全ての検討をGDBLの知見・リソースで賄うことは困難と想定しております。特定のパートのみ参加でも結構ですので、
利用計画（案）の提示だけでなく、具体の検討作業への参加についても前向きにご検討をお願いいたします。
作業に参加いただくことで、自社で想定されている利用方法に見合った仕組みの検討も可能と考えます。
なお、事務局が現時点で参加者との相談が重要と想定している点は、以下のような課題となります。







©2021 Grid Data Bank Lab. LLP 8

電力データ（個人データ）の標準仕様項目（ドラフト案）

電力量
使用電力量
受電電力量

属性項目

契約情報 ※1
本人情報
所在地住所

建物情報
(種別/規模/
用途)

電圧分類
用途（業務用/産業用）
電気方式分類
託送契約有無
契約電力
建物分類

発電設備情報
(件数/規模)

受給契約有無
発電設備有無
契約受電電力
発電設備容量

 標準仕様項目（ドラフト案）で定める提供項目は、オプトイン許諾済みの個人（利用者）に紐づく「電力量」と
「属性項目」とし、その内容は次のとおりとします。

属性項目（続き）

その他情報
位置情報 ※2

通電分類

異動日情報

供給側再新日
供給側廃止日
供給側新設日
供給側全撤日
受電側開始日
受給側廃止日
発電設備設置日
発電設備撤去日

※1：契約者と利用者が異なる場合の扱いについては要検討。
※2：スマートメータの位置情報が望ましい。代用として電柱位置情報を想定。

第4回電力データ活用
検討委員会資料抜粋
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電力データ（個人データ）の標準仕様項目（ドラフト案）

提供単位
許諾済みの個人（利用者）

 標準仕様項目（ドラフト案）で定める「電力量」の、提供単位、提供時間単位、提供リードタイムおよび提供値
は次のとおりとします。

提供時間単位
30分

提供リードタイム
リアルタイム（数時間後）

2ヶ月後

速報値/確定値
速報値
確定値

 標準仕様項目（ドラフト案）で定める「属性項目」の提供単位、提供リードタイム、提供項目は次のとおりとします。
 なお、「電力量」と「属性項目」を合わせて提供するか、別で提供するかは、データ転送量やシステムコスト、ひいては

利用料への影響も踏まえて検討する必要があると考えています。

提供単位
許諾済みの個人（利用者）

提供リードタイム
翌月 ※3

提供項目
契約情報
建物情報
発電設備情報
その他情報
異動日情報

※3 契約廃止に伴い提供を停止する場合など、翌月を待たずに連携が必要となる可能性も想定される。

第4回電力データ活用
検討委員会資料抜粋
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託送業務のために作成される統計データ（検討中・案）①

託送業務のために作成される統計データについては、現在、資源エネルギー庁とTSO10社の間で検討中であり、
未確定であるが、認定協会の検討にかかる参考情報として資源エネルギー庁より提供を受けた案は以下のとおり。
なお、実際に作成される統計の種類や、一般のデータ利用者に提供される範囲については、今年度中を目途とし

て行われるシステム設計の検討後に確定する見込み。

（1）リアルタイム値（30分毎の集計表）
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託送業務のために作成される統計データ（検討中・案）②

（2）日次値、月次値（日毎、月毎の集計表）
電圧分類 集計表 集計値 提供エリア 属性項目 データ作成周期

低圧

順潮流 契約電力
使用電力量

・住所
（市区町村）
・メッシュ
（1km、500m、
250m、125m）

契約電力分類（3kw、10kw 等）

①定期
（日次値は日次で作成
月次値は月次で作成）

②随時
（過去データを使った定型データ
を随時で作成）

※生データの保存期間は３年
程度

逆潮流
契約受電電力
発電設備出力
受電電力量

ー

計器数分析 計器数（順潮流／逆
潮流）

建物分類（戸建／集合 等）
供給電気方式分類
契約電力/発電設備出力分類
使用電力量/受電電力量分類
託送契約継続期間分類
新設後経過年数分類

通電計器数 計器数 通電分類（通電／その他）

特高・高圧

順潮流 契約電力
使用電力量

・住所
（市区町村）
・メッシュ
（特高10km・高圧
5km）

用途別分類（業務用、産業用）

逆潮流
契約受電電力
発電設備出力
受電電力量

ー

計器数分析 計器数（順潮流／逆
逆潮流）

用途別分類（順のみ）
契約電力/発電設備出力分類
新設後経過年数分類






